
新
潟
県
教
育
界
に
お
け
る
「
学
閥
」
問
題
（
第
二
回
）

新潟県教育界における「学閥J問題（第2回〉

第
一
章
「
学
閥
」
の
現
状
と
利
権
支
配
の
実
態

ー
ー
ー
そ
の
利
権
支
配
と
差
別
の
構
造
｜
｜
｜

今
春
こ
九
八
六
年
）
の
異
動
に
み
る
「
学
問
」
の
論
理

今
春
の
人
事
異
動
で
、
多
く
の
教
員
が
新
し
い
学
校
に
う
つ
り
、

ま
た
採
用
制
度
に
い
ろ
い
ろ
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
多
く
の
新

し
い
「
先
生
」
が
誕
生
し
た
。
人
事
異
動
に
あ
っ
て
は
、
へ
き
地
勤

務
の
問
題
だ
け
を
み
て
も
新
潟
市
内
の
学
校
で
「
へ
き
地
勤
務
」
を

済
ま
せ
ら
れ
る
人
の
あ
る
一
方
、
本
当
に
生
活
条
件
の
き
び
し
い
へ

き
地
に
お
も
む
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
も
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

乙
の
よ
う
な
人
事
異
動
の
裏
面
に
は
「
学
閥
」
の
論
理
が
う
ご
め
い

て
い
る
。
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に
い
が
た
県
民
教
育
研
究
所
「
学
閥
」
研
究
会

校
長
や
教
頭
へ
の
管
理
職
へ
の
登
用
は
、
前
回
に
も
述
べ
た
よ
う

に
「
学
閥
」
の
利
権
支
配
の
最
も
重
要
な
道
具
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。
今
春
も
人
事
異
動
で
新
し
い
校
長
、
教
頭
が
誕
生
し
た
が
、
新

任
の
校
長
は
小
学
校
で
一
一
八
名
、
中
学
校
で
四
三
名
、
教
頭
は
小

学
校
で
一
一
七
名
、
中
学
校
で
六
二
名
で
あ
っ
た
。
乙
乙
で
は
校
長

の
新
任
人
事
を
例
に
と
っ
て
、
そ
乙
に
貫
か
れ
て
い
る
「
学
閥
」
の

論
理
と
そ
の
実
態
を
み
て
み
よ
う
。

付
今
回
も
「
派
閥
」
に
属
さ
な
い
校
長
は
一
人
も
誕
生
し
な
か
っ

た
。
教
頭
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
「
派
閥
」
に
属
さ
な
い
も

の
は
す
べ
て
の
管
理
聴
ポ
ス
ト
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
教
育
界
に

あ
る
ま
じ
き
利
権
と
差
別
の
論
理
が
ま
か
り
と
お
っ
て
い
る
。
校

長
や
教
頭
の
採
用
試
験
が
所
属
派
閥
に
関
係
な
く
、
公
平
で
そ
れ



に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
で
選
考
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
民
主

的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

ω
各
学
校
ご
と
の
校
長
・
教
頭
ポ
ス
ト
の
「
派
閥
」
別
一
覧
は
前

号
の
資
料
で
紹
介
し
た
。
今
回
新
任
の
校
長
が
赴
任
し
た
二
ハ
一

校
に
つ
い
て
み
る
と
前
任
者
の
「
派
閥
」
と
同
一
「
派
閥
」
の
校

長
で
あ
っ
た
学
校
は
一
三
九
校
に
も
の
ぼ
る
。
例
え
ば
、
上
越
市

内
の
小
学
校
・
中
学
校
四
二
校
の
う
ち
で
校
長
・
教
頭
を
含
め
て

た
だ
一
っ
と
き
わ
会
の
「
指
定
」
ポ
ス
ト
で
あ
る
和
田
小
学
校
長

に
は
前
任
者
が
中
越
教
育
事
務
所
管
理
主
事
に
転
出
し
、
そ
の
後

任
に
や
は
り
と
き
わ
会
の
啓
窓
赴
任
し
た
。
同
様
に
東
頚
城
郡
の

小
・
中
学
校
四
六
校
の
う
ち
唯
一
の
と
き
わ
会
計
指
定
」
校
長
ポ

ス
ト
の
北
山
小
学
校
長
に
も
と
き
わ
会
校
長
が
赴
任
し
た
。
ま
た

新
任
校
長
は
小
学
校
で
は
新
鴎
会
は
一
名
の
み
、
中
学
校
で
は
青

菖
会
は
一
名
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
ポ
ス
ト
の
岩
船
・

楠
納
東
小
学
校
お
よ
び
西
蒲
原
・
西
川
中
学
校
に
赴
任
し
た
。
乙

の
よ
う
に
、
・
公
立
学
校
の
管
理
職
ポ
ス
ト
が
特
定
の
私
的
集
団
に

よ
っ
て
私
物
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
任
校
長
と
「
派
閥
」
の

異
な
る
残
り
の
一
二
例
の
う
ち
、
九
例
は
指
定
ポ
ス
ト
を
も
た
な

い
女
性
校
長
の
異
動
に
伴
う
も
の
で
、
新
任
の
女
性
校
長
が
四
名
、

前
任
の
女
性
校
長
が
転
出
し
た
あ
と
に
赴
任
し
て
き
た
も
の
が
五

名
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
一
二
例
は
検
友
会
、
青
菖
会
が
ら
み
の

も
の
が
多
く
、
と
き
わ
会
と
公
孫
会
の
交
替
は
新
潟
・
中
野
小
屋

中
学
校
長
か
公
孫
会
か
ら
と
き
わ
会
に
変
更
に
な
っ
た
一
例
し
か
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か
し
、
直
江
津
中
学
校
長
か
新
陽
会
か
ら
公
孫
会
に
交
替
に

な
っ
た
乙
と
は
注
目
さ
れ
る
。
上
越
市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
四

二
校
の
校
長
の
う
ち
、
公
孫
会
で
な
い
の
は
前
述
の
和
田
小
学
校

と
城
東
中
（
新
臨
会
）
、
そ
れ
に
保
倉
小
学
校
お
よ
び
八
千
浦
中

（
と
も
に
背
菖
会
〉
だ
け
に
な
り
、
し
か
も
教
頭
は
四
二
校
と
も

公
孫
会
が
独
占
し
て
い
る
。
ま
た
糸
魚
川
市
は
二
一
校
す
べ
て
の

校
長
が
公
孫
会
、
新
井
市
は
一
人
の
女
性
校
長
を
除
い
て
一
五
校

の
す
べ
て
の
校
長
、
教
頭
が
公
孫
会
に
独
当
さ
れ
て
い
る
。
乙
の

よ
う
に
、
上
越
地
方
で
は
公
孫
会
に
よ
る
管
理
職
ポ
ス
ト
支
配
が

極
端
な
ま
で
に
進
行
し
て
お
り
、
ま
さ
に
公
孫
会
と
い
う
私
的
集

団
が
公
教
育
を
私
物
化
、
独
裁
支
配
し
て
い
る
。

臼
今
回
の
新
任
校
長
は
計
二
ハ
一
名
で
あ
り
、
そ
の
派
閥
別
の
内

訳
は
第
一
表
の

a
欄
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
乙
れ
ら

の
う
ち
に
は
県
教
育
庁
の
義
務
教
育
課
長
な
ど
、
も
と
も
と
校
長

級
と
考
え
ら
れ
る
行
政
か
ら
の
「
新
任
」
も
あ
り
、
そ
の
数
を
差

し
引
い
た
数
が
本
来
の
意
味
で
の
昇
任
で
あ
り
総
計
二
ニ
二
名
と

見
積
ら
れ
る
。
各
派
閥
ご
と
に
そ
の
数
を
第
一
表

e
欄
に
示
し
た
。

一
方
、
校
長
の
辞
職
・
退
職
〈
勧
退
二
名
を
含
む
）
の
総
計
は
一

六
七
名
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
辞
職
者
は
行
政
等
へ
の
転
出
で
あ

る
の
で
、
実
際
や
め
た
退
職
者
の
数
は
総
計
一
三
六
名
で
あ
る

〈
f
欄
〉
。
実
質
増
減
を

g
欄
に
示
す
が
、
全
体
数
が
四
ポ
ス
ト

減
っ
て
い
る
乙
と
を
考
え
る
と
ほ
ぼ
そ
の
派
閥
の
退
職
校
長
数
に
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み
あ
っ
て
い
る
。
乙
の
乙
と
は
校
長
の
任
用
が
公
正
な
選
考
に
よ

る
も
の
で
な
く
、
各
派
閥
に
分
配
数
が
割
り
当
て
ら
れ
、
実
質
的

に
は
関
内
館
争
に
な
っ
て
い
る
乙
と
を
示
し
て
い
る
。
検
友
会
、

青
菖
会
、
女
教
員
会
は
退
職
者
に
対
し
て
一
名
の
増
と
な
っ
て
い

る
が
、
乙
れ
は
教
頭
ポ
ス
ト
で
調
整
が
は
か
ら
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
女
教
員
会
に
つ
い
て
み
る
と
退
職
校

長
三
名
に
対
し
、
新
任
校
長
四
名
と
一
名
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

四
人
の
後
釜
の
小
学
校
教
頭
へ
の
女
教
員
会
か
ら
の
昇
任
は
一
名

の
み
で
あ
り
、
ほ
か
に
一
名
の
中
学
校
教
頭
の
新
任
が
あ
っ
た
の

み
で
あ
っ
た
。

各
派
閥
に
つ
い
て
の
簡
単
な
「
紹
介
」

新
潟
県
の
小
学
校
・
中
学
校
教
育
界
に
お
い
て
、
利
権
派
閥
と
考

え
ら
れ
る
も
の
は
上
記
の
六
派
閥
に
加
え
て
「
新
潟
大
学
教
育
学
部

同
窓
会
」
も
そ
れ
に
準
じ
て
い
る
。
乙
れ
ら
の
七
派
閥
は
毎
年
「
七

者
の
会
」
と
称
す
る
連
絡
会
議
を
も
ち
、
人
事
の
派
閥
問
調
整
や
組

合
対
策
（
新
教
組
「
主
流
派
」
役
員
人
事
）
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

派
閥
の
「
理
解
」
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
「
紹
介
」

し
よ
う
。
な
お
、
各
派
閥
の
年
齢
構
成
を
第
1
図
に
示
し
た
。
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一
、
と
き
わ
会

旧
新
潟
第
一
師
範
学
校
〈
新
潟
市
）
の
同
窓
会
（
H
師
範
閥
〉
を

そ
の
前
身
に
し
て
い
る
。
戦
後
、
一
連
の
民
主
化
政
策
の
な
か
で
の

「
学
閥
」
解
体
を
お
そ
れ
で
、
出
身
大
学
に
関
係
な
く
組
織
さ
れ
た

団
体
H
利
権
集
団
と
し
て
衣
替
え
し
、
旧
同
窓
会
に
よ
っ
て
確
保
さ

れ
て
き
た
利
権
を
継
承
し
つ
つ
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
五

月
に
「
と
き
わ
会
」
と
し
て
出
発
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
会
員

に
は
新
潟
大
学
教
育
学
部
出
身
者
が
多
い
が
、
そ
れ
以
外
の
大
学
・

学
部
の
出
身
者
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
現
役
の
教
員
の
会
員
数

は
約
三
九
O
O名
で
派
閥
の
う
ち
で
最
大
で
あ
る
。
旧
師
範
学
校
出

身
者
は
現
在
五
五
才
以
上
に
な
っ
て
お
り
現
役
の
会
員
の
大
部
分
は

「
と
き
わ
会
」
と
な
っ
て
か
ら
の
会
員
で
あ
る
。
女
性
は
旧
師
範
学

校
の
末
期
の
卒
業
生
に
例
外
的
に
会
員
が
い
る
程
度
で
、
現
在
は
女

性
の
加
入
を
認
め
て
い
な
い
。
管
理
職
ポ
ス
ト
（
校
長
お
よ
び
教
頭
）

の
「
シ
ェ
ア
」
は
小
学
校
で
約
四
七

Mm
（
約
六
六
O
席
）
、
中
学
校

で
約
四

OMm
（
約
一
三
O
席
）
で
と
も
に
派
閥
中
最
大
で
下
越
、
新

潟
、
佐
渡
、
中
越
に
多
い
。
「
飲
み
会
」
は
と
き
わ
会
の
活
動
の
根

幹
で
あ
る
。ニ

、
公

孫

会

旧
新
潟
第
二
師
範
学
校
（
上
越
市
高
田
）
の
同
窓
会
（
H
師
範
閥
）
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を
そ
の
母
体
と
し
、
ま
た
新
潟
大
学
教
育
学
部
高
田
分
校
の
同
窓
会

（H

「
学
閥
」
）
と
し
て
の
側
面
を
残
し
つ
つ
も
、
高
田
分
校
の
新

潟
市
へ
の
統
合
移
転
に
と
も
な
い
、
会
員
構
成
の
上
で
は
特
別
の
関

係
に
あ
る
大
学
を
有
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
学

閥
」
か
ら
「
利
権
集
団
」
に
衣
替
え
し
て
い
る
。
新
潟
第
二
師
範
学

校
は
第
一
師
範
学
校
よ
り
遅
れ
て
発
足
し
た
た
め
に
、
戦
前
に
は
そ

の
利
権
を
奪
取
す
る
た
め
の
両
派
閥
の
激
し
い
抗
争
が
あ
っ
た
が
、

現
在
で
は
縄
張
が
確
定
し
、
調
整
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
現
役

の
教
員
の
会
員
数
は
約
三
四
O
O名
で
「
と
き
わ
会
」
に
つ
ぐ
が
、

会
員
構
成
に
お
い
て
女
性
の
加
入
を
認
め
て
い
る
乙
と
が
「
と
き
わ

会
」
と
異
な
る
大
き
な
特
徴
で
、
と
く
に
若
年
層
で
そ
の
比
率
が
高

い
（
喰
権
を
乱
用
し
て
加
入
を
強
制
し
て
い
る
）
。
管
理
職
ポ
ス
ト

の
「
シ
ェ
ア
」
は
小
学
校
で
約
四
一
労
（
約
五
九
O
席
）
中
学
校
で

約
三
五
Mm
（
約
一
九
五
席
）
で
あ
る
が
、
特
に
上
越
、
新
井
、
糸
魚

川
の
各
市
お
よ
び
頚
城
地
方
で
は
極
端
に
集
中
し
て
い
る
。
加
え
て

女
性
の
加
入
も
認
め
て
い
る
と
と
か
ら
、
乙
れ
ら
上
越
地
方
で
は
地

域
ぐ
る
み
、
学
校
ぐ
る
み
の
公
孫
会
に
よ
る
翼
賛
的
な
教
育
支
配
が

行
わ
れ
て
い
る
。
集
団
の
体
質
と
し
て
は
上
意
下
達
の
封
建
的
気
風

が
特
に
著
し
い
。

三
、
新

陽

会

新
陽
会
は
戦
後
の
新
制
大
学
発
足
に
と
も
な
っ
て
、

「
と
き
わ
会
」

お
よ
び
「
公
孫
会
」
に
対
抗
し
て
組
織
さ
れ
た
派
閥
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
会
員
構
成
は
新
潟
大
学
教
育
学
部
以
外
の
各
地
の
新

制
大
学
、
工
専
、
短
大
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
現
役
の
教
員

の
会
員
数
は
約
一
一

O
O名
で
あ
り
、
中
学
校
教
員
が
約
九
割
を
占

め
て
て
い
る
。
女
性
会
員
の
入
会
は
認
め
て
は
い
る
が
、
そ
の
数
は

一
ケ
タ
で
あ
る
。
管
理
職
ポ
ス
ト
の
「
シ
ェ
ア
」
は
全
体
で
五
%
程

度
〈
約
一

O
五
席
）
で
あ
る
が
中
学
校
に
集
中
し
、
中
学
校
で
は
全

体
の
約
一
七
銘
（
九
五
席
）
を
占
有
し
て
い
る
。
地
域
的
に
は
新
潟
、

長
岡
、
村
上
の
各
市
お
よ
び
蒲
原
地
方
、
佐
渡
に
多
く
、
大
規
模
校

も
多
い
。

回
、
検

会

友

検
友
会
は
教
員
検
定
試
験
に
よ
り
教
員
に
な
っ
た
検
定
出
身
者
を

中
心
に
し
て
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
に
組
織
さ
れ
た
派
閥
で
あ

り
、
そ
の
後
も
通
信
教
育
課
程
修
了
者
や
短
大
卒
な
ど
「
苦
学
」
し

て
教
員
に
な
っ
た
人
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。
小
学
校
・
中
学

校
の
教
員
と
し
て
現
職
に
あ
る
会
員
数
は
約
五

O
O名
で
あ
る
が
五

O
才
以
上
が
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。
四
O
才
以
下
は
三

O
人
程
度

し
か
い
な
い
。
女
性
会
員
数
は
一
ケ
タ
で
あ
る
。
小
学
校
・
中
学
校

の
校
長
・
教
頭
ポ
ス
ト
を
六
郷
程
度
（
約
一
二
五
席
）
を
占
め
て
い

る
が
、
小
学
校
に
比
重
が
か
か
り
小
学
校
全
体
の
八
必
程
度
（
約
一

一
五
席
）
を
占
め
る
。
そ
の
ポ
ス
ト
は
へ
き
地
の
小
規
模
校
が
多
い
。



そ
の
ポ
ス
ト
を
維
持
す
る
た
め
「
と
き
わ
会
」
に
二
重
に
加
入
す
る

例
も
か
な
り
み
ら
れ
、
「
と
き
わ
会
」
と
は
従
属
的
な
関
係
に
あ
る

側
面
も
も
っ
て
い
る
。

五
、
青

富

会
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膏
菖
会
は
、
新
発
岡
市
に
あ
っ
た
新
潟
県
立
農
業
補
習
学
校
教
員

養
成
所
（
大
正
一
二
年
三
月
卒
J
昭
和
一
八
年
三
月
卒
）
、
同
青
年

学
校
教
員
養
感
附
（
昭
和
一
四
年
三
月
卒

t
昭
和
一
九
年
三
月
卒
）
、

同
女
子
青
年
学
校
教
員
養
成
所
（
昭
和
一
七
年
三
月
卒
1
昭
和
一
九
年

三
月
卒
〉
お
よ
び
新
潟
青
年
師
範
学
校
（
昭
和
一
九
年
九
月
卒

t
昭

和
二
六
年
三
月
卒
）
の
卒
業
生
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の

会
員
の
入
会
を
認
め
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
派
閥
の
構
成
と
し

て
は
完
全
な
「
同
窓
閥
」
（
「
学
閥
」
）
で
あ
る
。
小
学
校
・
中
学

校
の
教
員
と
し
て
現
職
に
あ
る
会
員
数
は
一
九
七
六
年
度
〈
昭
和
五

一
年
度
）
に
は
約
五

O
O名
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
八
五
年
度
（
昭

六
0
年
度
）
に
は
約
二

O
O名
と
減
少
し
て
い
る
。
年
齢
的
に
は
す

べ
て
五
五
才
以
上
で
高
齢
化
し
て
お
り
、
数
年
後
に
は
現
役
教
員
が

い
な
〈
な
る
。
現
在
小
学
校
・
中
学
校
の
校
長
・
教
頭
の
ポ
ス
ト
を
三

Mm
（
約
六

O
席
）
占
有
し
て
い
る
が
、
中
学
校
に
比
重
が
か
か
っ
て

い
る
。
地
域
的
に
は
、
新
発
田
、
新
津
、
加
茂
市
周
辺
に
多
い
。
ま

た
農
業
高
校
を
中
心
に
高
校
に
も
か
な
り
の
会
員
が
い
る
が
、
実
際

の
役
員
・
運
営
は
小
学
校
・
中
学
校
の
在
職
者
で
行
わ
れ
て
い
る
。
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戦
前
の
「
学
閥
」
の
組
織
を
そ
の
ま
ま
今
に
つ
た
え
る
唯
一
の
派
閥

で
あ
る
。

六
、
新
潟
県
女
教
員
会

派
閥
に
所
属
し
た
男
性
教
員
に
よ
る
新
潟
県
教
育
界
の
利
権
支
配

の
小
さ
な
狭
間
で
極
少
数
の
女
性
管
理
職
ポ
ス
ト
の
維
持
と
女
性
差

別
の
合
理
化
の
た
め
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
利
権
派
閥
と
は
特

定
の
関
係
を
も
た
な
い
が
、
現
在
は
「
と
き
わ
会
」
に
近
い
人
々
に

よ
っ
て
、
そ
の
運
営
の
主
導
権
が
行
使
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
女
性

校
長
は
一
一
名
（
一
・
一
箔
）
、
教
頭
は
六
名
（

0
・
六
倍
）
で
あ

る
が
、
中
学
校
は
校
長
ゼ
ロ
、
教
頭
一
名
（
新
任
）
で
あ
り
、
ほ
と

ど
が
小
規
模
校
で
あ
る
。
昨
年
に
く
ら
べ
て
校
長
一
名
増
、
教
頭
二

名
誠
と
な
っ
た
。
乙
れ
ら
の
女
性
校
長
か
会
長
・
副
会
長
を
つ
と
め
、

教
頭
な
ど
が
幹
事
を
つ
と
め
て
い
る
。
女
性
が
管
理
職
に
な
る
に
は
、

乙
の
会
で
「
実
績
」
を
あ
げ
る
と
と
が
必
要
で
v

そ
の
点
で
は
他
の

利
権
派
閥
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
女
性
校
長
を
は
じ
め
管

理
職
を
不
必
要
に
奉
り
、
ま
た
「
上
席
女
教
師
」
と
い
う
死
語
を
平

気
で
用
い
て
い
る
。
男
性
に
よ
る
教
育
界
の
利
権
支
配
に
対
し
て
、

真
に
女
性
教
員
の
地
位
向
上
を
め
ざ
す
活
動
と
は
、
逆
行
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
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七
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
同
窓
会

新
潟
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
は
、
当
初
「
と
き
わ
会
」
と
「
公
孫

会
」
の
旧
師
範
閥
の
利
権
支
配
に
批
判
的
な
新
制
新
潟
大
学
教
育
学

部
出
身
者
の
新
し
い
組
織
と
し
て
一
九
五
六
年
〈
昭
和
三
一
年
）
に

発
足
し
た
。
し
か
し
、
派
閥
の
管
理
職
ポ
ス
ト
支
配
に
屈
し
て
当
初

の
理
想
は
変
質
さ
せ
ら
れ
た
。
乙
の
間
の
事
情
は
「
ピ
ザ
ハ
校
長
・

教
頭
ポ
ス
ト
）
欲
し
さ
閥
の
軍
門
に
」
（
新
潟
日
報
、
一
九
八

O
年

八
月
一
二
日
付
）
と
評
さ
れ
た
。
現
在
で
は
完
全
に
「
と
き
わ
会
」

の
内
部
に
お
け
る
新
制
新
潟
大
学
教
育
学
部
出
身
者
の
会
、
即
ち

「
と
き
わ
会
」
の
「
閥
中
閥
」
と
し
て
の
機
能
を
強
め
て
お
り
、
ま

た
新
潟
大
学
教
育
学
部
の
運
営
に
対
す
る
干
渉
・
圧
力
団
体
の
一
っ

と
も
な
っ
て
い
る
、
一
九
八
四
年
度
（
昭
和
五
九
年
度
）
ま
で
は
会

長
・
副
会
長
な
ど
本
部
役
員
三
三
名
は
す
べ
て
と
き
わ
会
員
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
五
年
度
か
ら
は
と
れ
に
若
干
の
女

性
会
員
お
よ
び
同
窓
生
で
も
あ
る
新
潟
大
学
教
育
学
部
の
教
員
を
加

え
て
手
直
し
が
な
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
な
事
情
で
、
旧
高
田
分
校

出
身
者
は
ほ
と
ん
ど
組
織
さ
れ
て
い
な
い
。
会
長
は
と
き
わ
会
所
属

の
一
期
、
二
期
卒
業
生
の
閣
で
タ
ラ
イ
回
し
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

会
費
を
払
っ
て
い
る
（
払
わ
さ
れ
て
い
る
）
会
員
は
、
年
間
二
六
O

O
名
程
度
で
あ
る
。

養
護
学
校
ま
で
が
派
閥
の
支
配
下
に

新
潟
県
の
小
学
校
・
中
学
校
ご
と
の
校
長
・
教
頭
ポ
ス
ト
は
、
す

べ
て
以
上
の
よ
う
な
派
閥
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る
乙
と
は
前
号
・

の
資
料
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
養

護
学
校
の
校
長
・
教
頭
ポ
ス
ト
も
す
べ
て
乙
の
よ
う
な
派
閥
に
よ
っ

て
分
割
占
有
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
六
年
度
（
昭
和
六
一
年
度
）
の

派
閥
別
一
欄
は
、
第
二
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
春
、
佐
渡
養
護
学
校
と
小
出
養
護
学
校
が
独
立
新
設
さ
れ
校
長

ポ
ス
ト
が
二
つ
純
増
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
と
き
わ
会
と
公
孫
会
で

一
つ
ず
つ
分
け
合
っ
た
。
両
校
は
昨
年
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
新
潟
養
護

学
校
新
星
分
校
お
よ
び
月
ケ
岡
養
護
学
校
魚
沼
分
校
で
あ
り
、
そ
の

教
頭
は
二
っ
と
も
と
き
わ
会
が
占
め
て
い
た
。
今
春
、
乙
れ
ら
に
と

も
な
っ
て
新
潟
養
護
学
校
の
校
長
が
公
孫
会
か
ら
と
き
わ
会
に
、
新

潟
盲
学
校
の
校
長
が
と
き
わ
会
か
ら
公
孫
会
に
変
更
に
な
っ
た
。

公
正
な
人
事
を

つ
か
さ
ど
る
べ
き
管
理
主
事
も
派
閥
で
分
配

教
員
の
採
用
や
異
動
、
管
理
職
へ
の
任
用
に
は
管
理
主
事
が
大
き

な
権
限
と
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
管
理
主
事
の
仕
事
は
、

当
然
公
正
な
立
場
で
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
私
的
な

集
団
で
あ
る
派
閥
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
ど
の
派
閥
に
入
っ
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て
い
る
か
、
な
ど
に
左
右
さ
れ
て
教
員
の
人
事
が
行
わ
れ
で
は
な
ら

な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
れ
ば
、
管
理
主
事
は
そ
の
職
務
上
、

き
び
し
く
対
処
す
べ
き
と
と
は
当
然
で
あ
る
。

と
乙
ろ
が
、
新
潟
県
の
小
学
校
・
中
学
校
教
育
界
に
お
い
て
は
、

そ
の
管
理
主
事
自
身
が
す
べ
て
各
派
閥
の
「
指
定
席
」
に
な
っ
て
い

る
。
県
教
育
委
員
会
関
係
の
管
理
主
事
は
合
計
一
七
名
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
第
三
表
の
よ
う
に
と
き
わ
会
六
名
、
公
孫
会
六
名
、
新
陽
会

三
名
、
検
友
会
一
名
、
青
菖
会
一
名
と
分
配
し
、
派
閥
に
所
属
し
な

い
公
正
な
管
理
主
事
は
一
名
も
い
な
い
。
さ
ら
に
、
義
務
教
育
行
政

の
最
高
幹
部
で
あ
る
義
務
教
育
課
長
や
各
教
育
事
務
所
長
ま
で
が
第

三
表
の
よ
う
に
－
派
閥
に
よ
っ
て
指
定
席
化
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

新
潟
県
教
育
委
員
会
の
義
務
教
育
課
長
は
、
と
き
わ
会
と
公
孫
会
の

ほ
ぼ
二
年
ど
と
の
輪
番
交
替
制
に
な
っ
て
お
り
、
課
長
で
な
い
ほ
う

の
派
閥
が
参
事
と
な
っ
て
次
の
出
番
を
待
っ
て
い
る
。
お
ま
け
に
、

そ
の
「
義
務
教
育
課
」
と
い
う
組
織
（
課
）
自
身
も
派
閥
の
意
向
に

そ
っ
て
改
組
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
県
教
育
庁
に

は
学
事
課
お
よ
び
指
導
課
と
い
う
こ
つ
の
課
が
小
学
校
・
中
学
校
お

よ
び
高
校
教
育
行
政
を
担
当
し
て
い
た
が
、
高
校
が
一
緒
で
は
派
関

の
教
育
行
政
支
配
に
不
都
合
で
あ
り
、
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

に
義
務
教
育
課
と
高
校
教
育
課
に
改
組
さ
れ
た
。
と
き
わ
会
報
第
七

九
号
（
一
九
七
七
年
七
月
二

O
日
付
）
で
は
「
義
務
教
育
課
設
置
は

我
々
の
長
年
の
宿
顕
で
あ
っ
た
。
」
と
臆
面
も
な
く
述
べ
て
い
る
。

乙
の
よ
う
な
新
潟
県
の
小
・
中
学
校
に
か
か
わ
る
派
閥
の
支
配
は
、
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教
育
行
政
の
中
枢
そ
の
も
の
ま
で
に
及
ん
で
お
り
、
新
潟
県
議
会
で

も
何
度
か
乙
の
問
題
に
対
し
て
の
質
問
、
追
及
が
行
わ
れ
た
。
し
か

し
、
県
教
育
長
の
答
弁
は
い
つ
も
「
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
よ

と
シ
ラ
を
切
り
続
け
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
派
閥
は
、
し
ば
し
ば
自
ら
を
「
教
育
団
体
」
と
称

し
て
い
る
。
「
教
育
団
体
」
と
い
う
意
味
は
、
一
体
ど
う
い
う
と
と

だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
新
潟
県
の
教
育
界
を
不
法
に
根
深
く
利
権
支

配
し
て
い
る
点
で
は
「
教
育
に
深
く
関
係
し
た
団
体
」
で
あ
る
乙
と

は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
「
教
育
団
体
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
団

体
の
最
も
主
要
な
目
的
が
称
権
支
配
に
あ
い
、
ま
た
そ
の
団
体
に
加

わ
ら
な
い
も
の
を
差
別
す
る
よ
う
な
団
体
に
対
し
て
用
い
る
の
は
ふ

さ
わ
し
く
な
い
。
乙
の
よ
う
な
団
体
は
、
「
非
教
育
団
体
」
と
称
す

る
の
が
正
確
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
乙
れ
ら
の
派
閥
は
そ
の
本
質
に
お

い
て
利
権
と
差
別
を
テ
コ
に
し
て
、
教
育
界
の
利
権
支
配
と
教
員
の

管
理
・
統
制
を
目
的
と
し
た
私
的
集
団
、
す
な
わ
ち
教
育
界
に
お
け

る
利
権
集
団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
つ
づ
く
）
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第1表 1986年春の人事異動による新任校長の派閥別動向

とき 公孫 新陽 検友 青菖 女教 無派
縦十

わ会 会 会 会 会 員会 閥

小学校 54 47 7 5 4 。HS 

a 新任校長 中学校 20 11 11 。 。。43 

計 74 58 12 7 6 4 。161 

b 退職校長および辞
小学校 54 50 3 3 。112 

職校長
中学校 23 13 13 3 3 。。55 

言十 77 63 14 6 4 3 。167 

C 差 号｜ ( a - b ) -3 -5 -2 + 1 + 2 + 1 0 -6 

d 校長級行政職より
小学校 10 6 。。。。。16 

の新任
中学校 4 6 2 。 。。13 

計 14 12 2 。 。。29 

e 実質的新任校長
小学校 44 41 7 5 4 。102 

(a -d) 
中学校 16 5 9 。。。。30 

言十 60 46 10 7 5 4 。132 

f 退職校長（実質的
小学校 43 39 。3 3 。89 

退職者）
中学校 21 10 10 3 3 。。47 

計 64 49 10 6 4 3 。136 
g 実質増減（ e - f ) -4 -3 。+ 1 + 1 + 1 。-4 

第2表養護学校校長・教頭の派閥別一覧

A・aときわ会、 B・b公孫会、 d検友会、 E宵菖会、 f女教員会、欠は分校iζっき

職員名簿iζ校長欄のないととを示し、 （）は重複して加入している乙とを示す。

校長・教頭 校長・教頭

新 潟 盲 B a 月ケ岡養護〈三条市〉 A d 

高 田 盲 A b 同あ貯ぼの分校〈長岡市｝ 欠 a 

新 潟 聾 A a 同ふなおか分校（五泉市〉 欠 a 

長 岡 聾 E b 出 袈 護 B a 

新 潟 接 謹 A a 高 回 護 護 B b 

同はまぐみ分校〈新潟市｝ 欠 b 上 越 養 護 B b 

佐 渡 獲 護 A a 〈以下県立〉

i:量ヨ＝ 田 養 護 A b 

柏 崎 養 護 B b ま ど 乙 ろ 養護〈見附郁 B a 

同のぎく分校〈長岡市〉 欠 a や ひ 乙 養 謹 A a 

問さざなみ分校〈柏附〉 欠 a にしき養護〈新弁市〉 B(b・f)

村 上 養 謹 A a 新 潟 市 立 養 護 A a 

同いじみの分校〈新宛岡市〉 欠 a 〈以下市 町 村 立 〉
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第3表県教育庁義務教育課長、各教育事務所長および管理主事の派閥別分配表

とき
公孫会 新陽会 検友会 青菖会

女教
無派閥

わ 会 員会

県教育庁義務教育課

1 

参事 〈輸話交代制｝

下越教育事務所長

中越教育事務所長

上越教育事務所長

2十 2 2 。 。 。 。
管理主事

県教育庁義務教育課 2 。 。
下越教育事務所 2 。 。 。 。
同佐渡出張所 1 。 。 。 。 。 。
中越教育事務所 2 2 。 。 。 。 。
上越教育事務所 。 。 。 。 。 。

管理主事総計 6 .6 3 。 。

P守00色合ぞーさぞききでうぞぞ号制内問仲仲間帥骨骨抑制伽000000000000000輔さーで？？”と：：：：：ごさ士，ー：？ぞ守今そ

第2期教育セミナー（第3回・第4回）実施計画

ーと乙ろ 新潟市中央公民館 CTE L0252-23-7070) 

※旧市役所のずぐ裏（西堀 6)

圃日程受付 10:00～ 

開会 10: 30 閉会 17: 00 

月日 ア 一 ．マ

10月 19日 人間らしい子どもの心と
（日曜日） 体の発達を求めて

12月 7日
地域から教師は何を学ぶか

（日曜日）

講 師

円回善英氏

（日本体育大）

福島達夫氏

（日本福祉大）

ー参加費会員一 1回1,800円 会員外一l回2,000円
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第 l図 「学閥J織成員の年令別割合

（背菖会はすべて55才以上）
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